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総
合
政
策
部
長

総
合
政
策
部
長

総
合
政
策
部
長

問　
市
長
が
映
像
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
構
想
を
打
ち
出
し
て
か
ら
５

年
を
迎
え
る
。
本
市
の
認
知
度
向
上
等
に
大
き

な
成
果
を
上
げ
る
一
方
で
、
構
想
の
将
来
像
が

見
え
な
い
な
ど
の
声
も
あ
る
が
、
今
後
同
構
想

を
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　

 

同
構
想
は
10

年
、
20
年
先
を
見
据
え

た
ま
ち
づ
く
り
の
目
標

で
あ
る
。
今
後
も
積
極

的
な
撮
影
支
援
を
は
じ

め
、
人
づ
く
り
や
市
民

応
援
団
づ
く
り
な
ど
地

道
な
取
り
組
み
を
積
み

重
ね
る
こ
と
で
、
ス
タ

ジ
オ
誘
致
や
産
業
創
出
、

雇
用
な
ど
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

◆
市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
許
可

　

市
街
化
調
整
区
域
の
住
宅
の
建
築
に
つ

い
て
は
制
限
が
あ
り
、
集
落
機
能
維
持
等

に
苦
労
し
て
い
る
。
一
定
の
要
件
を
定
め
た
上

で
弾
力
的
な
規
制
緩
和
へ
の
取
り
組
み
を
願
う

が
、
本
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
１
月
、
民
間
開
発

に
よ
る
低
廉
な
住
宅
地
供
給
を
適
切
に
誘
導
す

る
た
め
、
規
制
緩
和
の
条
例
改
正
を
行
っ
た
。

今
後
と
も
県
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
先

進
地
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
許
可
基
準

緩
和
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

映
像
の
ま
ち
構
想
に

　
　  

つ
い
て
問
う
！

鶴貝　大祐
議 員

問都
市
建
設
部
長

都
市
建
設
部
長

都
市
建
設
部
長

問　
本
市
の
中
心
市
街
地
で
は
、
都
市
機
能

の
集
積
エ
リ
ア
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
市
長
が

思
い
描
く
中
心
市
街
地
の
姿
は
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
。

　
　
　
　

 

私
は
、
人
々
が
町
な
か
回
遊
を
楽
し

み
、
集
い
、
憩
え
る
中
心
市
街
地
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
。
安
全
安
心
な
都
市
基
盤
整
備
を
基

本
に
、
本
市
固
有
の
魅
力
あ
る
資
源
や
歩
き
た

く
な
る
仕
掛
け
な
ど
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
加
え
る

こ
と
で
、
住
民
の
皆
様
は
も
と
よ
り
市
内
外
か

ら
の
お
客
様
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な
エ
リ
ア
に

な
る
と
考
え
る
。
今
後
も
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

◆
足
利
学
校
の
保
存
活
用

　
　
　
国
は
文
化
財
の
活
用
に
も
重
視
す
る
よ

　
　

う
政
策
転
換
を
図
っ
て
い
る
が
、
足
利
学

校
を
今
後
ど
の
よ
う
に
保
存
活
用
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　

 

現
在
、
保
存
活
用
計
画
の
策
定
に

向
け
議
論
を
進
め
て
い
る
。
歴
史
的
建
造
物
や

伝
統
行
事
を
次
世
代

へ
引
き
継
ぎ
、
生
涯

学
習
活
動
を
強
化
す

る
ほ
か
、
観
光
や
映

像
な
ど
の
視
点
で
多

様
な
活
用
を
図
る
こ

と
で
、
足
利
学
校
の

価
値
を
世
界
に
発
信

し
て
い
き
た
い
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

　
　
　
　
つ
い
て
問
う
！

市
　
長

市
　
長

市
　
長

問

酉田　智男
議 員

問　
地
方
の
財
源
不
足
の
た
め
に
発
行
さ
れ

る
臨
時
財
政
対
策
債
に
対
す
る
認
識
と
今

後
の
見
通
し
を
聞
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

地
方
公
共
団
体
の
一
般
財
源

不
足
分
に
つ
い
て
は
、
国
の
責
任
に
よ
っ
て
全

額
を
地
方
交
付
税
に
よ
り
措
置
す
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
る
。
地
方
の
財
源
不
足
を
臨
時
財
政

対
策
債
に
よ
っ
て
補
う
の
で
は
な
く
、
地
方
交

付
税
の
法
定
率
の
引
き
上
げ
な
ど
、
財
源
確
保

に
向
け
た
抜
本
的
な
改
革
に
つ
い
て
、
全
国
市

長
会
な
ど
を
通
じ
て
国
に
要
望
し
て
い
く
。

◆
減
災
対
策

　
　
　
災
害
の
種
類
に
よ
っ
て
は
安
全
性
に
欠

　
　

け
る
避
難
場
所
も
あ
る
た
め
、
見
直
し
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

 　

本
市
の
指
定
避
難
所
の
多
く
は
浸

水
想
定
区
域
に
位
置
す
る
た
め
、
早
目
の
避
難

や
い
わ
ゆ
る
垂
直
避
難
に
つ
い
て
日
ご
ろ
か
ら

注
意
喚
起
し
て
い
る
。
ま
た
各
防
災
会
が
指
定

す
る
一
時
避
難
所
に
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

等
に
位
置
す
る
場
所

も
あ
る
た
め
、
災
害

の
種
類
に
応
じ
た
避

難
場
所
の
見
直
し
や

避
難
経
路
確
保
に
つ

い
て
、
防
災
講
話
や

合
同
防
災
訓
練
な
ど

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉

え
て
啓
発
し
て
い
く
。

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
！

問

▲合同防災訓練の様子（葉鹿地区）

▲聖地！西校学園祭の様子

▲足利学校

大谷　弥生
議 員

市
　
長

市
　
長

市
　
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長


